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令
和
6
年
度
の
「
明
和
町
二
十
歳

の
集
い
」
が
１
月
12
日
、
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
令

和
4
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
の
「
成
人

式
」
を
名
称
変
更
し
て
、
20
歳
の
人

を
対
象
に
式
典
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
令
和
6
年
4
月
2
日

か
ら
令
和
7
年
4
月
1
日
に
20
歳
と

な
る
１
７
１
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

二
十
歳
の
集
い
代
表
の
下し

も

村む
ら

明あ

日す

香か

さ
ん
は
「
仲
間
と
本
日
こ
う
し

て
再
会
し
、
20
歳
と
し
て
の
誓
い
を

共
に
で
き
た
の
は
、
親
身
に
ご
指
導

い
た
だ
い
た
先
生
方
、
温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
た
地
域
の
方
々
、
そ
し

て
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
父
、
母
や

家
族
、
す
べ
て
の
方
々
と
の
つ
な
が

り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
こ
の
明
和

町
で
過
ご
し
た
仲
間
た
ち
と
一
歩
一

　
明
和
町
の
新
春
行
事
「
初
日
の
出

を
迎
え
る
会
」
が
1
月
元
旦
、
大
淀

海
岸
で
行
わ
れ
、
初
日
を
一
目
見
よ

う
と
大
勢
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
例
年
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
や
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を

祈
念
し
て
新
春
の
幕
開
け
を
大
勢
で

祝
お
う
と
明
和
町
観
光
協
会
が
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
ど
火
が
焚
か
れ
た
周
り
で
は

人
々
が
暖
を
取
り
な
が
ら
、
業
平
夢

太
鼓
の
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
会
場
で
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
並

び
、
温
か
い
飲
み
物
や
食
べ
物
を
販

売
。
日
の
出
を
待
ち
な
が
ら
催
し
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
初
日
の
光
が
辺
り
を
明
る
く
照
ら

し
始
め
る
と
参
加
者
か
ら
声
が
あ
が

り
、
初
日
の
写
真
を
撮
っ
た
り
家
族

や
友
人
と
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
、

元
旦
の
清
々
し
さ
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。

　
罪
を
犯
し
て
服
役
し
た
人
な
ど
の

社
会
復
帰
を
支
援
す
る
更
生
保
護
制

度
が
で
き
て
75
年
に
な
る
の
を
記
念

し
て
令
和
6
年
11
月
28
日
に
開
か
れ

た「
第
34
回
三
重
県
更
生
保
護
大
会
」

で
明
和
町
在
住
の
保
護
司
な
ど
7
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の
う

ち
３
人
が
12
月
13
日
に
明
和
町
役
場

を
訪
れ
て
町
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　
昭
和
24
年
に
始
ま
っ
た
更
生
保
護

制
度
は
刑
務
所
や
少
年
院
か
ら
仮
釈

放
さ
れ
た
人
な
ど
の
社
会
復
帰
を
地

域
の
保
護
司
な
ど
が
支
援
す
る
制
度

で
、
三
重
県
内
で
は
約
６
７
０
人
の

保
護
司
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
役
場
を
訪
れ
た
の
は
保
護
司
の
北き

た

岡お
か

泰や
す
し

さ
ん
、
田た

所ど
こ
ろ

伸の
ぶ

久ひ
さ

さ
ん
、
更

生
保
護
女
性
会
員
の
永な

が
島し

ま
せ
い
子こ

さ

ん
。
町
内
の
保
護
司
が
所
属
す
る
多

気
郡
保
護
司
会
と
明
和
町
更
生
保
護

女
性
の
会
で
は
、
中
学
生
が
寺
の
境

内
を
清
掃
す
る
社
会
参
加
活
動
の
実

施
や
中
学
生
対
象
の
薬
物
乱
用
防
止

教
室
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
明
和
町
で
は
64
人
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
北
岡
さ
ん
ら
は
町

長
室
で
活
動
に
携
わ
っ
た
き
っ
か
け

や
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や

団
体
の
代
表
約
３
０
０
人
に
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
明
和
町
の
受
賞

者
は
以
下
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

〇
法
務
大
臣
表
彰　
北
岡
泰（
保
護
司
）

〇
法
務
大
臣
感
謝
状　
永
島
せ
い
子

　
（
更
生
保
護
女
性
会
員
）　

〇
中
部
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

　
北
岡
百
代
（
家
族
功
労
者
）

〇 

津
保
護
観
察
所
長
表
彰　
田
所
伸

久
（
保
護
司
）

〇 

津
保
護
観
察
所
長
感
謝
状　
上
村

千
鶴
子
（
更
生
保
護
女
性
会
員
）

　
竹
谷
敏
子
（
同
）

　
中
瀬
仁
美
（
同
）

歩
歩
み
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」と
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
は
記
念
撮
影
が
行
わ

れ
、
出
席
者
は
久
し
ぶ
り
に
会
う
同

級
生
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
20
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
令
和
６
年
度
明
和
町
二
十
歳
の
集
い
」
開
催

初
日
の
光 

新
春
染
め
る

更
生
保
護
制
度
に
貢
献
し
表
彰　
町
内
３
名
が
役
場
を
訪
問

代表して決意の言葉を述べる
下村明日香さん

田
所
伸
久
さ
ん
㊨

永
島
せ
い
子
さ
ん
㊥

北
岡
泰
さ
ん
㊧
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町
内
の
17
社
で
構
成
す
る
明
和
サ

ン
ラ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
令
和
6
年
12

月
25
日
に
寄
付
金
50
万
円
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
地
元
企
業
や
団
体
が

寄
付
活
動
な
ど
を
通
じ
た
地
域
貢
献

を
目
的
に
平
成
20
年
に
発
足
。
ほ
ぼ

毎
年
、
町
に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
今
回
が
15
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

役
場
を
訪
れ
た
土つ

ち
屋や

忠た
だ
し

さ
ん
（
土

屋
建
設
代
表
取
締
役
）
＝
写
真
㊧
＝

と
上う

え
田だ

元も
と

洋ひ
ろ

さ
ん
（
明
和
設
備
工
業

代
表
取
締
役
）
＝
写
真
㊨
＝
は
、
地

　

弓
道
の
よ
う
に
吹
矢
で
的
を
狙
い

得
点
を
競
う
競
技
「
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ

ル
ネ
ス
吹
矢
」
全
国
大
会
で
優
勝
し

た
稲
垣
真
奈
美
（
写
真
㊥
）
さ
ん
が

12
月
3
日
、
明
和
町
役
場
を
訪
れ
、

町
長
に
優
勝
の
報
告
を
行
い
、
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

　
稲
垣
さ
ん
が
出
場
し
た
の
は
東
京

都
の
ひ
が
し
ん
ア
リ
ー
ナ
（
墨
田
区

総
合
体
育
館
）
で
11
月
12
日
に
開
か

れ
た
「
第
13
回
全
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ウ

エ
ル
ネ
ス
吹
矢
選
手
権
大
会
」
の
全

国
大
会
で
女
子
８
メ
ー
ト
ル
の
部
。

稲
垣
さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス

吹
矢　

明
和
い
つ
き
支
部
に
所
属
。

毎
日
欠
か
さ
ず
練
習
し
て
き
た
努
力

の
成
果
を
発
揮
し
、
出
場
者
72
名
の

頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　
「
第
18
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗

駅
伝
」
に
参
加
す
る
明
和
町
選
手
団

が
こ
の
ほ
ど
結
成
さ
れ
、
１
月
19
日

に
明
和
町
役
場
研
修
室
で
結
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
団
は
、
選
考
会
を
経
て
選
ば

れ
た
小
・
中
学
生
な
ど
20
名
の
選
手

と
監
督
、
コ
ー
チ
ら
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
は
、

県
内
29
市
町
の
小
学
生
か
ら
社
会
人

ま
で
の
混
成
チ
ー
ム
に
よ
る
駅
伝
競

技
で
、
平
成
19
年
度
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

で
中
止
と
な
っ
た
２
年
間
を
除
い
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
結
団
式
に
先
立
ち
選
手
団

を
応
援
し
て
多
気
郡
農
業
協
同
組
合

様
か
ら
選
手
団
に
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
、
株
式
会
社
は
ぐ
み
様
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
補
助
食
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

域
貢
献
活
動
強
化
の
た
め
に
も
「
防

犯
や
教
育
の
た
め
に
何
か
し
た
い
人

が
い
れ
ば
メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安

心
の
た
め
に

活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
予

定
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
は

５
～
10
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
円
形
の
的

を
め
が
け
て
5
本
の
矢
を
吹
い
て
合

計
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
。
日
本
ス

ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
協
会
に
よ

る
と
競
技
人
口
は
約
7
万
５
０
０
０

人
。

　

役
場
を
訪
れ
た
の
は
稲
垣
さ
ん
と

明
和
い
つ
き
支
部
代
表
の
伊い

藤と
う

美み

鈴す
ず

さ
ん
。
稲
垣

さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
も
練

習
を
重
ね
て

次
の
目
標
に

向
け
て
頑
張

り
ま
す
」
と

意
欲
を
語
り

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

吹
矢
競
技
の
全
国
大
会
で
優
勝
し
た
稲
垣
さ
ん
が
役
場
を
訪
問

美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝　
明
和
町
選
手
団
が
結
成

災
害
に
備
え
簡
易
ト
イ
レ
を
寄
贈

　百歳になられた方に祝詞と記念品を
お贈りしました。
　ご長寿おめでとうございます。

12 月　中
なか

嶋
じま

　利
とし

一
かず

 様（斎宮）

１月　市
いち

場
ば

　きよ 様（前野）

（写真右は市場様）

町内ご長寿の町内ご長寿の
皆さんをお祝い皆さんをお祝い

　
多
気
郡
農
業
協
同
組
合
様
か
ら
1

月
7
日
、
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て

明
和
町
に
災
害
な
ど
緊
急
時
に
活
用

で
き
る
簡
易
ト
イ
レ
１
４
０
０
回
分

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
多
気
郡
農
業
協
同
組
合
は
地
域
の

農
業
経
営
支
援
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
や
地
域
貢
献
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
町
で
は
寄
贈
い
た
だ
い
た
簡
易
ト

イ
レ
を
災
害
対
策
用
備
品
な
ど
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　早朝から約 2,500 人が参加して、道端や水路に
捨てられた空き缶やビン・ペットボトルなどを約
310kg 回収していただきました。
　ご参加・ご協力いただきました皆さま、ありがと
うございました。

令和６年 11 月 10 日、空き缶ゼロ運動が令和６年 11 月 10 日、空き缶ゼロ運動が
町内一斉に行われました町内一斉に行われました

多
気
郡
農
業
協
同
組
合

細
渕
則
一
常
務
理
事
㊧

3

広報めいわ　令和７年（2025年）２月号ま ち の 話 題



　
松
阪
税
務
署
と
明
和
町
で
は
、
所

得
税
と
町
・
県
民
税
（
住
民
税
）
の

申
告
相
談
・
申
告
受
け
付
け
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
ま
た
、
申
告
書

は
郵
送
で
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行
で
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

松
阪
税
務
署
で
は
全
項
目
の
申

告
・
相
談
が
可
能
で
す
。
譲
渡
所
得

（
株
式
等
の
資
産
譲
渡
も
含
む
）、
営

業
所
得
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

に
関
す
る
申
告
も
取
り
扱
い
ま
す
。

た
だ
し
、
町
・
県
民
税
（
住
民
税
）

申
告
の
相
談
は
、
役
場
研
修
室
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
役
場
研
修
室

■ 

期
間　
２
月
17
日
（
月
）
～
３
月

17
日
（
月
）

　
※
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
。

■ 

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
11

時
・
午
後
０
時
30
分
～
４
時
。
受

付
順
に
番
号
札
を
お
渡
し
し
ま

す
。
午
前
中
の
受
付
は
50
番
で
終

了
し
ま
す
。

　

 （
相
談
時
間=

午
前
９
時
～
11

時
。
午
後
１
時
～
４
時
）

　
役
場
研
修
室
会
場
で
は
、
住
民
税

申
告
と
簡
易
な
確
定
申
告
の
相
談
・

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

※ 

譲
渡
所
得
・
山
林
所
得
・
贈
与
に

関
す
る
相
談
は
、
松
阪
税
務
署
で

行
い
ま
す
。

　
な
お
、
青
色
申
告
・
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
の
申
告
に
つ
い
て
は
、

２
月
21
日
（
金
）
に
限
り
税
理
士
に

よ
る
無
料
相
談
が
可
能
で
す
。（
次

頁
参
照
）

 

申
告
に
持
参
す
る
も
の

　
税
務
署
か
ら
届
い
た
確
定
申
告
の

お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
や
申
告
書
の
ほ
か

に
、
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

■
申
告
者
全
員

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
時
に
設
定
し

た
２
種
類
の
パ
ス
ワ
ー
ド
も
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
有
効
期
限
等
を
事
前

に
確
認
の
上
、
ご
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
給
与
所
得
者
・
年
金
所
得
者

　
源
泉
徴
収
票

■
事
業
を
し
て
い
る
人

収
支
内
訳
書
、
収
入
金
額
お
よ
び
必

要
経
費
が
わ
か
る
も
の
（
事
前
に
収

入
金
額
や
必
要
経
費
等
の
集
計
を
お

願
い
し
ま
す
。）

■
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
　
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
に
ま

と
め
て
記
載
し
た
も
の
（
な
お
、
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
適

用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明

細
書
と
必
要
書
類
。

た
だ
し
、
通
常
の

医
療
費
控
除
と
の

併
用
適
用
は
で
き

ま
せ
ん
。）

■ 

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
人

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
控
除
証
明

書
」
ま
た
は
領
収
書
。
そ
の
他
の
社

会
保
険
料
は
、
支
払
金
額
が
確
認
で

き
る
も
の

■  

生
命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険
料

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

　
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
、
地
震

保
険
料
控
除
証
明
書
等

■ 

配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
人

　
配
偶
者
の
所
得
金
額
が
分
か
る
も

の■
寄
付
金
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
　
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
付
金
の
領

収
書
ま
た
は
証
明
書

■ 
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
人

　
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

チ
ェ
ッ
ク
表
」
を
参
照

■ 

所
得
税
の
還
付
申
告
を
し
よ
う
と

す
る
人

　
本
人
の
還
付
金
の
振
込
先
の
口
座

番
号
の
分
か
る
も
の

※ 

所
得
税
確
定
申
告
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
松
阪
税
務
署
（
☎

０
５
９
８
ー
52
ー
３
０
２
１
、
自

動
音
声
に
よ
り
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、
ご
用
件
に
応
じ
て
番
号
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 「
０
（
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
）」

　
町
・
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告

は
令
和
７
年
度
の
町
・
県
民
税
額
を

正
し
く
算
出
す
る
基
礎
と
な
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
資
料
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
期

限
ま
で
に
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
次
の
人
は
町
・
県
民

税
（
住
民
税
）
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

〇
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

〇 

同
一
世
帯
の
ご
家
族
の
申
告
や
年

末
調
整
で
、
そ
の
ご
家
族
の
控
除

対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
と
さ
れ

た
人
で
、
所
得
の
な
か
っ
た
人

〇 

次
の
⑴
ま
た
は
⑵
に
該
当
す
る
人

で
、
申
告
に
よ
り
控
除
を
追
加
し

な
い
人

◎
会
場
・
内
容
等

①
松
阪
税
務
署
（
松
阪
合
同
庁
舎
）

■  

期
間　
２
月
17
日
（
月
）
～
３
月

17
日
（
月
）

　
※
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
。

■ 

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
入
場
整
理
券
方
式
・
昼
休
み

対
応
あ
り
）

　
※ 

入
場
整
理
券
の
配
布
状
況
に
応

じ
て
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
※ 

入
場
整
理
券
は
当
日
配
布
ま
た

は
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ア
プ
リ

を
使
っ
た

松
阪
税
務
署
︵
☎
０
５
９
８
ー
52
ー
３
０
２
１
︶
明
和
町
税
務
課
︵
☎
52
ー
７
１
１
３
︶

所得税
確定申告

令
和
６
年
所
得
税
と
町
・
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
作
成
で
き
ま
す
。
ま
た
ス
マ
ホ
や
、

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
らe

ーTA
X

︵
電
子
申
告
︶
に
よ
り
提
出
が
で
き
ま
す
。

所
得
税
確
定
申
告
の

相
談
・
内
容
等

町・県民税
申告相談

～
申
告
相
談
会
場
に
行
か
な
く
て
も
確
定
申
告
は
で
き
ま
す
～

国税庁 LINE
公式アカウント

明細書

町
・
県
民
税
︵
住
民
税
︶
の

申
告
の
相
談
・
受
け
付
け

確定申告書等
作成コーナー
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を
す
る
と
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
町
・
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告

相
談
は
、
役
場
研
修
室
会
場
の
ほ

か
、
次
の
日
程
で
、
各
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
し
ま

す
。
昨
年
に
住
民
税
申
告
を
さ
れ
た

人
に
は
、
１
月
末
に
役
場
税
務
課
か

ら
案
内
と
申
告
書
な
ど
を
送
付
し
ま

し
た
の
で
、
指
定
の
日
時
・
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
書

は
郵
送
で
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◎
各
地
区
訪
問
日
程

※ 

い
ず
れ
の
場
所
も
、
受
付
時
間
は

①
午
前
８
時
30
分
～
11
時
、
②
午

後
０
時
30
分
～
４
時
。（
相
談
時

間=

午
前
９
時
～
11
時
、
午
後

１
時
～
４
時
。）

 

公
的
年
金
等
を

 

受
給
さ
れ
て
い
る
人
へ

　
所
得
が
公
的
年
金
等
だ
け
（
年
金

以
外
の
所
得
が
な
い
）
で
、
公
的
年

金
等
の
収
入
額
が
４
０
０
万
円
以
下

の
場
合
は
、
確
定
申
告
の
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
「
実
際
に
は
扶

養
し
て
い
る
が
、
源
泉
徴
収
票
に
扶

養
家
族
の
人
数
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
」
場
合
は
、
町
・
県
民
税
（
住
民

税
）
申
告
で
扶
養
控
除
を
申
告
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
町
・
県
民
税
や
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
な
ど
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

町
・
県
民
税
（
住
民
税
）
申
告
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
明
和
町
税
務

課
（
☎
52
ー
７
１
１
３
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
税
理
士
に
よ
る

 
無
料
税
務
相
談
所
を
開
設

■
対
象
者

① 

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は

年
金
以
外
の
雑
所
得
を
有
す
る
者

の
う
ち
、
令
和
５
年
分
の
所
得
金

額
（
専
従
者
控
除
前
ま
た
は
青
色

特
別
控
除
前
）
が
３
０
０
万
円
以

下
の
人
（
譲
渡
所
得
の
あ
る
者
を

除
く
。）

② 

①
の
う
ち
令
和
４
年
分
の
課
税
売

上
高
が
、
３
，０
０
０
万
円
以
下

の
消
費
税
課
税
事
業
者

③ 

給
与
所
得
者
お
よ
び
年
金
受
給
者

（
譲
渡
所
得
の
あ
る
者
を
除
く
。）

■ 

日
時　
２
月
21
日
（
金
）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
（
正
午
～
午

後
１
時
ま
で
を
除
く
）

■
場
所　
役
場
研
修
室

■ 

担
当　
東
海
税
理
士
会
松
阪
支
部

所
属
税
理
士

※ 

詳
し
く
は
、
松
阪
税
務
署
（
☎

０
５
９
８
ー
52
ー
３
０
２
１

（「
２
」
を
選
択
）、
代
表
電
話
、

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

所
得
税
な
ど
の
納
付
期
限

■
申
告
所
得
税　
３
月
17
日
（
月
）

■
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　
（
個
人
事
業
者
）
３
月
31
日
（
月
）

■
贈
与
税　
３
月
17
日
（
月
）

※ 

納
税
は
、
安
心
で
便
利
な
振
替
納

税
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

申
告
書
の
提
出
後
に
、
税
務
署
か

ら
納
付
書
の
送
付
や
納
税
通
知
な

ど
に
よ
る
お
知
ら
せ
は
し
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
人
、
振

替
納
税
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
松
阪
税
務
署
（
☎
０
５
９
８ 

ー
52
ー
３
０
２
１
、
自
動
音
声
案

内
後
「
２
」
を
選
択
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

⑴ 
前
年
中
の
所
得
が
給
与
の
み
で
、

１
年
を
通
じ
て
１
か
所
か
ら
給
与

を
受
け
て
お
り
、
勤
務
先
か
ら
年

末
調
整
さ
れ
た
給
与
支
払
報
告
書

が
町
へ
提
出
さ
れ
た
人

⑵ 

前
年
中
の
所
得
が
公
的
年
金
等
の

み
で
、
支
払
者
か
ら
公
的
年
金
等

支
払
報
告
書
が
町
へ
提
出
さ
れ
た

人
※ 

た
だ
し
、
次
の
①
～
③
の
人
は
、

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

① 

給
与
の
年
間
収
入
金
額
が

２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
人

② 

１
か
所
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受

け
て
い
て
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
所
得
金
額
（
例
え
ば
、

農
業
や
不
動
産
の
貸
付
に
よ
る
所

得
や
公
的
年
金
の
所
得
な
ど
）
の

合
算
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

③ 

２
か
所
以
上
か
ら
給
与
支
払
い
を

受
け
て
い
て
、
年
末
調
整
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金

額
と
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え

る
人

※ 

社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料

控
除
、
医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け

よ
う
と
し
た
り
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
し
た

人
、
地
震
や
火
災
・
風
水
害
な
ど

の
災
害
に
よ
っ
て
住
宅
や
家
財
な

ど
に
損
害
を
受
け
た
人
、
年
の
中

途
で
退
職
し
、
再
就
職
を
し
て
い

な
い
人
に
つ
い
て
は
、
確
定
申
告

相談日 対象地区 場　所
2 月 3 日（月） 上御糸 ふれあい会館
2 月 4 日（火） 明星 明星会館

2 月 5 日（水） 明星
（有爾中周辺） 有爾中区第一公民館

2 月 6 日（木） 大淀 大淀会館
2 月 7 日（金） 斎宮 いつき会館
2 月 10 日（月） 下御糸 みいと会館

農業者年金は
・年間60日以上農業に従事する
・ 国民年金の第１号被保険者（国民年金の保険料納

付免除者を除く）
・60歳未満の方
　の3つの要件全てを満たす方ならどなたでも加入で
きます。

　保険料は、月額２万円（35歳未満かつ別に定めら
れた要件を満たす方は月額１万円）から６万７千円ま
での間で、千円単位で自由に選択することができ、い
つでも見直すことができます。

　他にも様々なメリットがあります。
　詳しくは基金ホームページをご覧
ください。
■問い合わせ： 明和町農業委員会事務局
　　　　　　　 （☎52－7149）

（独立行政法人
農業者年金基金）

農業者年金に加入しませんか
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＼＼ 2025 年1月 OPEN！ ／／

「できる！」が増えて、じぶんをもっと好きになる！
見学ご希望の方も

お気軽にお問い合わせください

住所：明和町竹川33-6
TEL：0596-65-6600
メール：spica.takegawa@inclusion-welfare.com

樹木葬、合葬墓、墓地、納骨壇
新規申込受付中

明星駅から徒歩５分。御用命は転輪寺まで
まずはお気軽にお問い合わせください。

住所  明和町明星 1745　☎ 0596-52-0829　明星山  転輪寺
（有料広告） （有料広告）

下水道使用料の見直しを検討しています
　下水道事業は、地方財政法上の公営企業とされ、その事業に伴う収入によってその経費を賄い、自立性をもって
事業を継続していく独立採算制の原則が適用されています。
　明和町では、公共下水道事業と農業集落排水事業を、令和５年度より地方公営企業法の適用とする中で、下水道
事業の経営状況を明らかにしながら、使用料で賄えずに一般会計から補填している状況を解消するための使用料見
直しを検討しています。
　また、使用料の算定方法についても、公平性の観点から見直すこととしています。

●料金体系の見直し
　現在の下水道使用料は、「人数制」と「従量制」の 2 種類の料金体系を適用しています。
　「人数制」は住民基本台帳の世帯人数で算定するため、生活スタイルと関係なく毎月定額の使用料となるのに対し、

「従量制」は水道や井戸の使用水量によって使用料を算定します。
　このため、お住いの地域によって下水道使用料が異なるため、公平性の観点から従量制への統一を行うこととし
ています。

　町の下水道事業は、1㎥あたりの使用料収入 134 円に対し、1㎥あたり
の汚水処理費 216 円となり、経費回収率は 62.2% で不足分を一般会計
からの繰入金で補填している状況です。
　このため、経営状況の改善を目指し、下水道使用料の引き上げを検討し
ています。

年間　約１億 7,000 万円

汚水処理費の内訳

・使用料単価：有収水量１㎥あたりの使用料収入（年間使用料収入額／年間有収水量）
・汚水処理原価：有収水量１㎥あたりの汚水処理費用（年間汚水処理費／年間有収水量）
・経費回収率：使用料収入で回収すべき経費をどの程度補えているか（使用料単価／汚水処理原価）
・汚水処理費：汚水処理に要する経費

項　目 金　額（税抜き）
下水道使用料 105,577,000 円
汚水処理費 170,682,000 円

年間有収水量 789,827㎥

使用料単価 134 円 /㎥
汚水処理原価 216 円 /㎥
経費回収率 62.2％

●下水道事業の経営状況（令和 5 年度決算）

委託料
6,120万円

薬品費
460万円

流域下水道維持
管理費負担金
880万円

人件費 2,270万円

その他
3,040万円

動力費
110万円

修繕費、材料費
4,310万円

　明和北小学校の開校に伴い、令和８年３月に閉校・閉園となる施設や既に閉校・閉園となった施設の利活用方
法について、ご意見いただけませんか。
■対　　象：民間企業、NPO法人等の法人、個人事業主、各種団体（自治会含む）等
　　　　　 （提案内容実行の意向を有する者）
■申込書類提出、申込方法： 右記の二次元コードから所定の申込書類をダウンロードし、ご提出

ください。
■問い合わせ：小学校区編制推進室（☎63－5460）
　町内外問いませんので、皆様のお知り合いの方にも是非、ご紹介ください！ 明和町ホームページ

跡地の利活用に係るサウンディング型市場調査を実施しています
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（有料広告）

（有料広告）

　明和町では、ろう者のコミュニケーション手段であ
る「手話」を大切にするため、12月11日に「明和町
手話言語条例」を施行しました。ろう者と聞こえる人
が、お互いに人格と個性を尊重し、誰もが「手話」に
親しみ、「手話」が広く利用される共生社会の実現を
図ることをめざします。
　町では、手話通訳者・要約筆記者の派遣等も実施し
ておりますので、お気軽にご相談ください。

ろう者とは… この条例では、聴覚障がい者のうち、
「手話」を言語として日常生活や社会生
活を送っている人を指します。

手話とは… ろう者がコミュニケーションを図るため、
手や指、表情等を用いて豊かに表現する視
覚的な「言語」です。

問い合わせ：福祉総合支援課　障がい福祉係　
　　　　　　☎63－5461　FAX52－7137

明和町手話言語条例を施行しました

　令和 6 年 10 月分（令和 6 年 12 月支給）から、児童手当法の改正により制度の拡充が行われました。児童
手当を受給するためには申請が必要な場合があります。下記①～④に該当する方は申請猶予期間内にご申請を
お願いします（既にご申請いただいている場合を除く）。

①高校生年代の子を養育している方（現在中学生以下の子を養育しており、児童手当を受給している方を除く。）
②中学生以下の子を養育しているが、所得上限限度額を超過し、児童手当や特例給付を受給していなかった方
③ 高校生年代以下の子および、その子に大学生年代（在学していない場合も含む）の兄姉等がおり、合わせて

３人以上の子がいる方（監護に相当する世話等および生計費を負担している場合に限る）
④施設等受給資格者である方でその委託等されている子（児童）のうち、高校生年代がいる方

※高校生年代：平成 18 年 4 月 2 日から平成 21 年 4 月 1 日生まれ（令和 6 年度の場合）
※大学生年代：平成 14 年 4 月 2 日から平成 18 年 4 月 1 日生まれ（令和６年度の場合）

●【申請猶予期間】　3月31日（月）必着
※  3 月 31 日（月）までにご申請いただいた場合は、令和 6 年 10 月分から遡って支給が可能

です（支給対象月に請求者・受給者が町内に在住し、子を監護かつ生計を共にしている場合
に限る）。

●詳細は町ホームページをご覧ください。
●申請の要否等、ご不明点がございましたらこども課（☎ 52 ー 7123）までお問い合わせください。

町ホームページ

児童手当の申請はお済みですか？
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 多気郡明和町斎宮1497-45 

新築、リフォーム、小さい修理、住まいのお困り事
など、建築のことならお気軽にご相談ください。 

三重県知事許可（般）4-7363 

ホームページや SNS からも 
情報発信しています！ 

たなか建築 検索

（有料広告）

明和町大字斎宮3793番地9
72-8595

お気軽にご相談ください
※要予約

（有料広告）

健康づくりポイントの交換は
お済みですか

交換期限は２月末までです！

　健康づくりに取り組み、40 ポイント以
上となったチャレンジシートを持って住
民ほけん課窓口までお越しください。三重
とこわか健康応援カード・粗品と交換でき
ます！
　さらに交換していただいた方の中から
抽選で合計 30 名に記念品が当たります♪
※交換は年度内にお一人様につき一回限
りです。

　日頃から健康のために取り組んでいる
ことがある方、今年度健（検）診を受けた
方、町の教室等に参加されている方など、
是非チャレンジシートに記入してご提出
ください。

　詳しくは町ホームページをご覧いた
だくか、住民ほけん課健康づくり係（☎
52 ー 7116）までお問い合わせください。

往復はがきの書き方

515 -0505 郵便番号

住 所
　氏 名 様

何も記入しないで
ください。

往信用 表 返信用 表返信用 裏 往信用 裏

着物リフォーム
教室希望
①郵便番号
②住所
③氏名（ふりがな）
④電話番号

日本郵便 日本郵便
往　信

85 85

返　信
伊
勢
市
西
豊
浜
町６

５
３

伊
勢
広
域
環
境
組
合

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ 

宛

　明和町大字佐田の南野自治会自主防災会では、一般財団法人自治総合
センターより令和6年度コミュニティ助成事業の助成を受け、初期消火
など地域の自主防災に活用する消防ポンプ、ホース、照明機器等を整備
しました。
　自主防災活動は、住民同士で助け合い地域を守る、災害時に必要不可
欠な自主活動です。自主防災組織が存在しない地域の方は、補助金など
を活用して組織化に取り組みましょう。また、組織が存在する地域の方は、活動に
積極的に参加しましょう。
　コミュニティ助成事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業
収入を財源として実施されています。

宝くじの助成金で消防ポンプ等を整備宝くじの助成金で消防ポンプ等を整備
南野自治会自主防災会南野自治会自主防災会

着物リフォーム教室参加者募集
■と　き：４月～ 10 月 第２・第４水曜日（14 回）
　　　　　午前 10 時～午後３時
■ところ：伊勢リサイクルプラザ
　　　　　〒 515 － 0505 伊勢市西豊浜町 653
■内　容：着物を洋服にリメイク
■定　員：10 名（応募者多数の場合は抽選）
■抽選日：3/11（火）午前 10 時から（公開抽選）
※ 初めての方を優先します。
■対　象： 伊勢市・明和町・玉城町・度会町に在住または通勤の方
■参加費：2,800 円（全 14 回分）
■持ち物：裁縫道具、ポータブルミシン
■ 申込方法：往復はがきの往信用裏面に、着物リフォーム教室

希望とし、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明
記し、伊勢リサイクルプラザまで。（電話での受付はいたしま
せん。お一人様１通に限ります。）

■〆切日：
　 3/3（月）消印

有効
※ 記入漏れがある

場合は、受付け
できない場合が
あります。

※都合により中止になる場合があります。
※いせトピア「いせまなびのパスポート」スタンプ対象講座
※ もったいないフェアで着物リフォームファッションショーに参

加していただきます。
お問い合わせは伊勢リサイクルプラザまで　☎ 0596ー38ー2800
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伊勢市小俣町宮前704ー3
（有料広告）

　農業経営基盤強化促進法が改正されたことによ
り、令和7年4月より農地の貸借方法が変わります。
これまで毎年度 2 回（10 月末、3 月末）実施して
きた農用地利用集積計画（相対による利用権設定）
が、令和７年３月末を最後に利用できなくなり、令
和７年４月以降に農地の貸借をする場合は、農地中
間管理機構（農地バンク）が実施する農地中間管理
事業、又は、農業委員会が許可をする農地法３条許
可申請のどちらかを利用することとなります。
　これに伴い、農地中間管理事業（農地バンク）に
よる権利設定についての説明会を下記の日程にて開
催しますのでご興味ある方は、ご参加いただきます
ようお願いいたします。

■日　時：2月13日（木）午後7時～　
　　　　　JA多気郡本店　3階会議室
　　　　　（明和町斎宮1831－21）
　　　　　2月14日（金）午後7時～　
　　　　　BANKYO文化会館ホール
　　　　　（多気町相可1587－1）
＊ 多気町との合同開催のためどちらに参加していた

だいても構いません。
■対象者：農地の賃借における貸し手・借り手
■問い合わせ：産業振興課　☎52－7118

農地中間管理機構（農地バンク）による
権利設定に係る説明会について 

　特定の産業に該当する事業場で働く労働者に適用さ
れる「特定最低賃金」が 12 月 21 日から次のとおり
改定されました。

三重県電線・ケーブル製造業最低賃金 時間額 1,033 円

三重県電気機械器具製造業最低賃金 時間額 1,031 円

三重県輸送用機械器具製造業最低賃金 時間額 1,047 円

　なお、三重県（地域別）最低賃金は、令和 6 年 10
月 1 日から改定されており、時間額 1,023 円になっ
ています。
　詳細は三重労働局賃金室（☎津 059 ー226 ー2108)
までお問合せください。

三重県特定最低賃金が改定に

もったいない教室参加者募集

もったいない教室日程

■タイトル：
　「SDGs で未来を変革する」
　～脱炭素社会の一歩は身近な羽毛から～
■内　容：
　環境保全・資源循環の大切さを伝える活動のほか、
海岸などの清掃活動をされている黒田
さんをお迎えし、みなさんで意見を出
し合い、脱炭素社会の実現に向けて、
わたしたち一人一人には何ができるの
か、楽しみながら考えましょう。
■と　き：３月 22 日（土）
　　　　　午後１時 30 分～３時
■ところ：伊勢リサイクルプラザ（伊勢市西豊浜町 653）
■講　師：河田フェザー㈱ SDGs 推進室 
　　　　　室長 黒

クロ
田
ダ

 健
タケシ

さん
■問い合わせ： ☎ 38－2800
　　　　　　　伊勢リサイクルプラザ
申込みは不要です

開催日 教室名 定員（先着順）
２月２３日（日・祝） 布ぞうり作り ３名

３月９日（日） 布ぞうり作り ３名
※都合により、中止になる場合がございます

第 43 回環境学習会参加者募集

　伊勢リサイクルプラザでは、ごみ減量の啓発活動を
目的としたリサイクル教室を開催しますので、お気軽
にご参加ください。
■開催時間：午前 10 時～
■参加対象者： 伊勢市、明和町、玉城町、度会町に在住

または通勤する方
■参 加 費：200円
■申込方法：開催日の 1 カ月前から電話にて受付
　 （平日午前9：30～午後3：30 土日祝は受付できません）
　 詳細については申込み時にお知らせし

ます。
■申し込み・問い合わせ：
　伊勢リサイクルプラザ
　伊勢市西豊浜町 653
　☎ 0596－38－2800
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２月の日曜窓口予定日のお知らせ

（有料広告） （有料広告）

※「その他」はその他の刑法犯（凶悪犯、知能犯、粗暴犯　など）
※上記のうち、特殊詐欺の件数は 1 件

■町内の治安情勢（概数）
11 月 合計（1 月～ 11 月）

本年 前年同期比 本年 前年同期比
空き巣ねらい 0 0 1 1
忍び込み 0 0 2 2

車上ねらい 0 0 2 1
部品ねらい 0 0 1 0
オートバイ盗 0 0 0 0
自転車盗 0 0 4 － 1

窃盗犯（総計） 8 3 73 33
その他（※） 3 1 33 14

1月の人口
総人口：22,630人
　　男：10,836人
　　女：11,794人
世帯数：   9,656世帯

12月中の主な増減
  出　生：      9人
  死　亡：    33人
  転入等：    34人
  転出等：    41人

人 の う ご き

■最大震度別地震回数 （令和6年12月1日～12月31日）

※役場に設置の計測震度計による。

震　度 1 2 3 4 5 弱 5 強 6 弱 6 強 7 合計
全　国 102 37 9 2 0 0 0 0 0 150
明和町※ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

■町内の交通事故発生状況（概数）
11 月 合計（1 月～ 11 月）

本年 前年同期比 本年 前年同期比
人身事故件数 4 ０ 33 11
負傷者数 6 2 37 12
死者数 ０ ０ 1 1

■明和消防署の 12 月の出動件数
火災 0 件 救急 145 件 救助 3 件

町ホーム
ページ

　日曜窓口では、住民票や各種証明書の発行などを行っ
ています！
　取扱業務は「窓口事務」が中心となります。次の二次
元コードから利用可能な業務をチェックしてからお越し
ください。
■ 2 月の開庁日は、9 日
■実施時間 ：午前９時～正午、午後１時～５時
詳細内容は、町ホームページをご覧ください。
■問い合わせ：総務課 総務係　☎ 52 ー 7111

2月と3月の相談窓口のご案内

　2 月の町税・保険料の納期は次のとおりです。（年金
天引きを除く）
■固定資産税 = 第４期分
■国民健康保険税・介護保険料 = 各第 11 期分
■後期高齢者医療保険料 = 第 8 期分
　納期限は 2 月 28 日（金）です。期限を過ぎますと、延
滞金が加算される場合および財産差押え等の滞納処分を受
けることがあります。町税・保険料の納付は納期限内に、
また督促状が届いた場合はすぐに納付してください。
　口座振替をご利用の場合は 2 月 27 日（木）に振替しま
すので、金融機関口座の残高確認をお願いします。
　納税には、便利で安全な「口座振替」のご利用をお勧め
します。金融機関の通帳・届出印をご持参のうえ、税務課
または町内金融機関窓口で手続きをしてください。
※詳しくは、税務課（☎ 52 ー 7143）へお問い合わせください。

【町税・保険料の納期のお知らせ】

町ホームージ

【行政相談】窓口（予約不要）
　行政相談員による行政相談会を、下記のとおり開設します。
ご希望の方は、明和町保健福祉センターにお越しください。
■日時・場所　2月4日（火）3月4日（火）
　　　　　　　午前9時30分～11時30分
　　　　　　　明和町保健福祉センター　1階・和室
※ただし、上記の受付時間は、相談日当日の午前11時までです。
●問い合わせ　総務課 総務係　☎ 52 ー 7111

【弁護士相談】
　町民の方を対象に、無料の弁護士相談を開催します。
秘密は守りますので、お気軽にご相談ください。（主に
一般的な対処法や法的手段などの相談対応となります。
相談内容等によってはお受けできない場合や、相談中に
お受けできないと判断させていただく場合があります。）
■日時　2月20日（木）
　　　　①午後 1 時～　②午後 1 時 30 分～　③午後 2 時～　
　　　　④午後2時30分～　⑤午後3時～（相談時間は概ね各30分）
　　　　※予告なく日時が変更となる場合がございます。
■場　所　保健福祉センター １階・和室
■ 申込受付期間　2 月 4 日（火）～ 5 日（水）
■ 申込方法　直接窓口へお越しいただくか、電話また

はメールで申し込み
■ その他　先着順で受け付けます。定員以上の申し込み

があった場合は抽選で決定し、当選した方にのみ連絡
します。（連絡が取れない等の場合、相談を
お受けできないことがあります。）

●問い合わせ　総務課 総務係
☎ 52 ー 7111　メール soumu@town.mie-meiwa.lg.jp
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※母子健康手帳で接種状況を確認してください
※接種場所：予防接種を実施している医療機関（三重県内）
※ 接種を希望する方は予診票が必要となりますので、予診票をお持ちでない方は母子健康手帳を持参の上、

こども課窓口までお越しください。
　詳しくは、こども課　母子支援係（☎ 52 ー 7123）へお問い合わせください。

　風しんの抗体保有率が低い世代の男性を対象に無
料で実施している抗体検査と第 5 期定期予防接種は
令和 7 年 3 月末で終了します。

■対象者： 昭和 37（1962）年 4 月 2 日～昭和 54
（1979）年 4 月 1 日の間に生まれた男性

※ 対象の方には、令和 5 年 4 月に無料クーポン券を
発送しています。

※ すでに風しんワクチンを接種された方は対象外と
なります。

【抗体検査・予防接種の流れ】
① 実施医療機関でクーポン券を利用して風しん抗体

検査を受けてください。
② 検査の結果、十分な量の抗体がない場合は、風し

ん第 5 期定期予防接種の対象となり、クーポン券
を利用して無料で麻しん風しん混合ワクチンを接
種していただくことができます。

　詳しくは、住民ほけん課 健康づくり係（☎ 52 ー
7116）へお問い合わせください。

ワクチン名 接種回数 対象者

・MR（麻しん・風しん）第２期 １回
5 歳以上 7 歳未満の者で
次年度に小学校へ入学する児（年長児）
※令和７年 3 月 31 日までに受けてください

・ DT二種混合（ジフテリア・破傷風）第２期 １回 11 歳以上 13 歳未満
※ 13 歳の誕生日前日までに受けてください

・日本脳炎第２期 １回 9 歳以上 13 歳未満
※ 13 歳の誕生日前日までに受けてください

（※粗品のお渡しは、初めてご参加の方、ご紹介して頂いた方、
健康づくりポイントの交換を当日していただいた方に限ります。）
■日時：２月 14 日（金）、28 日（金）
　　　　初級コース　午前９時～ 10 時
　　　　中級コース　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
■場所：中央公民館　大集会場
＊大集会場入口より中へお入りください。
　公民館の駐車場には限りがありますので、総合体育館
の駐車場もご利用ください。
講師：健康運動指導士
■持ち物等： 運動しやすい服装、運動シューズ、靴袋、

水分（お茶など）、タオル
＊ 健康づくりポイントの交換も行います！ 2 月 28 日

が健康づくりポイントの交換の最終日です！２回の教
室参加と１か月の健康づくりの取り組みでも交換でき
ます♪チャレンジシートを記入してご持参ください

（チャレンジシートは町ホームページから印刷できます）
＊ 参加の申込みは不要です。明和町に住所のある方はど

なたでも参加できますので、当日中央公民館へお越し
ください。

住民ほけん課　健康づくり係　☎ 52 ー 7116

歩いて楽しく運動！初めての方大歓迎♪
おとな元気教室に参加して健康と粗品を手に入れましょう！

おとな元気教室

対象者の保護者様
　MR（麻しん・風しん）第 2 期予防接種の接種終了時期が近づいています。
　DT 二種混合（ジフテリア・破傷風）第 2 期、日本脳炎第２期予防接種もお早目に接種をお願いします。

風しん抗体検査・風しんワクチン予防接種はお済みですか？風しん抗体検査・風しんワクチン予防接種はお済みですか？

ＭＲ・ＤＴ・日本脳炎予防接種はお早めに

　明和町地域包括支援センターでは、認知症の方や
家族介護者の方の交流、情報交換や気分転換を目的
に「脳の健康 つながりサロン」を次のとおり開催し
ます。
今月はクッキーづくりを行います。認知症ご本人の
やってみたい気持ちをサポーターとともに後押しし
ます。調理が苦手な方は、カフェ形式で座談会を行
いますので、ぜひご参加ください。

■日　時：２月 18 日（火）午後 1 時 30 分～ 3 時
■場　所：保健福祉センター　１階和室
■参加費： 材料費 100 円
■ 申し込み・問い合わせ：
　明和町地域包括支援センター（☎ 52ー7127）へお
申込みください。
　※ 認知症の方がお一人で参加される場合は送迎を

しますので、ご希望の方はあわせてお申込みく
ださい。

脳の健康つながりサロン脳の健康つながりサロン
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　子育て支援センターは、未就園の子どもとその保護者の
皆さんにご参加いただき、各種行事などを通じて一緒にお
話したり、楽しく遊んだり、また子育てなどの情報交換が
できる場です。皆さん、どうぞお気軽にご参加ください。
※状況により、予定を変更することがありますので、ご了承下さい。
※詳細および申し込みは、直接または各連絡先までお願いします。

未就園児と保護者の皆さんご利用ください
【子育て支援センター 行事予定】

（有料広告）

殿本　麻希

（有料広告）

こあら 月～金（午前９時～正午、午後１時～３時）
【こあら（みょうじょうこども園内）】
☎ 53 ー 0550

児童センター 月～土（午前９時～午後４時 30 分）
☎ 52 ー 2519

おひさまひろば 不定期
（午前９時～正午、午後１時～３時）

【おひさまひろば（保健福祉センター２階）】
☎ 52 ー 7123（役場こども課）
◎おひさまひろばの開館日
２月３日（月）、４日（火）、６日（木）、７日（金）、１０日（月）、
１３日（木）、１４日（金）、１９日（水）、２５日（火）、２６
日（水）、２７日（木）、２８日（金）、３月５日（水）、６日

（木）、７日（金）、１０日（月）、１３日（木）、１４日（金）

いちごくらぶ 月～金（午前９時～午後２時）
【いちごくらぶ（明和ゆたか園２階）】
☎ 080 ー 4155 ー 0291

明和ゆたか園
ホームページ

いちごくらぶ
LINE

明和町ホームページ
（子育て支援センター）

明和町
LINE

斎宮 Baby room 月～金（午前９時～午後２時）
【斎宮 Baby room（いつきのみやこども園隣接）】
☎ 080 ー 3484 ー 2681

いつきのみや
こども園ホーム
ページ

■内容： 地域包括支援センターでは、高齢者のみな
さまが、いつまでも住みなれた地域で生活
していただけるように、介護に関する悩み
や心配ごとのほか、健康や福祉、認知症や
医療に関するさまざまな相談や支援をいた
します。 お気軽にご相談ください。

☎52ー7127
■相談時間　
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前８時30分～午後５時15分
■場所：  明和町馬之上944-5（保健福祉センター内）

明和町地域包括支援センターのご案内明和町地域包括支援センターのご案内

育児相談（乳幼児で月齢は問いません）
■日　程　２月６日（木）・３月６日（木）
■受付時間　午前９時 30 分～ 11 時、
　　　　　　午後１時 30 分～ 2 時 30 分
■場　所　明和町保健福祉センター１階
■内　容　身体計測　育児・栄養相談
■持ち物　母子健康手帳
■申し込み　不要

離乳食教室（要予約）
■日　程　２月 21 日（金）午前 10 時～ 11 時 30 分
■対象者　 離乳食について知りたい方（赤ちゃん同

伴可）
■場　所　明和町保健福祉センター２階
■内　容　離乳食についての話
■持ち物　母子健康手帳　筆記用具
■ 申し込み　２月 14 日（金）までにこども課（☎

52 ー 7123）へ　※先着 10 人

育児相談・離乳食教室

【消費生活相談】（予約制・平日） 
　消費生活相談員による消費生活相談窓口（消費生活に
関する苦情やトラブル）は、予約制でご利用いただけます。
　相談日は、相談者から希望日時をお聞きし、相談員
と調整の上、決定します。皆さん、お気軽にご利用く
ださい。
■予約可能日　平日
■開催時間帯　午前９時～正午・午後１時～５時
■相談時間　１時間以内　■開催場所　役場内
●防災安全課　地域政策・安全係　☎52 ー7110
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（有料広告）

社協だより
明和町社会福祉協議会（明和の里内）
三重県多気郡明和町大字馬之上 917-1
TEL  52ー 7056　FAX  52ー 7057
http://www.ma.mctv.ne.jp/ ～ mei-skyo/

　12 月１日（日）修正集学校にて、多くの機関・団体の皆様と一緒に子ども達に多様
な経験の機会として開催されました。
　普段は乗る機会が少ない競技用車いすを使用しての車いすバスケット体験の他、障害
の有無に関わらず、誰でも楽しめるハンドアーチェリー、お馴染みのボッチャなどパラ
スポーツ体験は盛り沢山！参加してくれた多くの子ども達は何度も遊んでいってくれま
した。
　また、修正集学校さんによる e ースポーツ体験コーナーでは、４人同時プレイ可能な競
技用「ぷよぷよ」で、大人も子どもも入り混じって白熱した戦いが繰り広げられました。
　コープみえ松阪センターさんによる食育講演会では、栄養士さんによる栄養バランス
チェックや、お子さんにたくさんのお野菜を食べてもらうコツを伝授いただき、参加さ
れた親御さんたちも興味津々で聞き入っていました。
　一緒に開催いただいた、登録ボランティア団体「えがおの輪 PROJECT」さん、「明和
町パラスポーツクラブ」さん、コープみえ松阪センターさん、修正集学校さん、ありが
とうございました！また、来場者のお出迎えをしてくれたデジタルアバターでご協力下
さった「AVITA 株式会社」様、「BUNSUN」様、ありがとうございました。
＊この事業は、赤い羽根共同募金の配分金を活用して開催されました。

赤い羽根共同募金配分事業
パラスポーツ体験会＆ e- スポーツ体験会＆講演会
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　空気が乾燥し、火災の発生しやすい季節を迎えます。
　町民の皆さまに防火に関する意識や行動力を高めていただくことにより、火災の発生を防ぎ、万一発生した
場合にも被害を最小限にとどめ、火災から尊い命と貴重な財産を守ることを目的としています。

◇ 4 つの習慣
　・寝たばこは、絶対にしない、させない。
　・ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
　・こんろを使うときは火のそばを離れない。
　・コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
◇６つの対策
　・ 火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
　・ 火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10 年を目安に交換する。
　・ 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
　・火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
　・お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
　・防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。
■問い合わせ：松阪地区広域消防組合 消防本部予防課（☎ 0598 ー 25 ー 1412）

いのちを守る　10 のポイント

「火災から尊い生命を守ろう」3 月 1 日から 7 日まで 春の全国火災予防運動
全国統一防火標語　『守りたい　未来があるから　火の用心』

　スマートフォンの〝わからない〟を解決しませんか？
　少人数で、参加者一人ひとりのご要望を伺いながら実施します。
　講座内容以外に、皆さんそれぞれの質問に応じる時間も設けます。
①入門編：スマートフォンをこれから始めようという方向けの講座
　　　　　スマートフォン（Android）の無料貸し出し有り
　　　　　内容－ スマートフォンで何が出来るのか？使い方のコツ、基本的な使い方、使う上での注意点　など
②初級編：スマートフォンの基本的な使い方の講座
　　　　　内容－ 各種ボタンや設定、電話・メールの使い方、アプリ（LINE・地図・検索）の使い方、アプリの

増やし方、使う上での注意点　など
■開催スケジュール

時間／期日 2月13日（木） 2月20日（木）
9:30～11:30 ① 入門編 ② 初級編

13:30～15:30 ② 初級編 ② 初級編
■場　所：明和町中央公民館 2階 小会議室A
■対象者：明和町に在住または在勤の方
■定　員：各講座6人（先着順）
■参加費：無料
■持ち物： お持ちのスマートフォン（お持ちでない方に

は貸出可）、筆記用具

■講　　師： 松阪ケーブルテレビ・ステーション株式
会社（略称：MCTV）

■申し込み： 2月3日（月）～ 定員になり次第、受付
を終了します。

　　　　　　※同一講座の複数申込みはご遠慮ください。
　　　　　　　 平日午前9時～午後5時の間に中央公民

館へ直接来館いただくかお電話ください
　　　　　　　明和町中央公民館　☎52－7132

中央公民館短期講座「スマートフォン講座」受講者募集
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☆はたおり体験 ～ランチョンマットを織ってみよう～
　麻織りと絹織りから選べます。初めての方は麻
織りの方が簡単に作れます。草木染の糸を使い、
ランチョンマット程の作品を織りあげましょう。
■体験日時： ２月 15 日（土）午前 10 時～正午／

午後１時 30 分～３時 30 分
■参加費：麻の織物・絹の織物　各 2,000 円
■定員：麻の織物：各４人／絹の織物：各２人
■予約：受け付け中（定員になり次第終了）

☆むかしの本づくり体験
　昔の本を作りましょう。御朱印帳のような形の

「折り本」と現在の本の原型になった「和綴じ本」
から選べます。
■体験日時：  ２月 23 日（日・祝）・24 日（月・振）

午前 10 時～午後 4 時
　　　　　　（正午から午後 1 時を除く）
■申し込み：当日受付
■参加費：各 500 円

☆おはなし会
　おはなし小槌さんによる絵本と紙芝居の読みき
かせです。
■体験日時： ３月２日（日）午前 10 時～ 11 時
■参加費：無料
■定員：30 名（予約制・先着順）
■予約：要（２月１日から受付開始）

☆斎宮コスプレ物語
　古代建築のロケーションを存分に楽しんでいた
だけるコスプレイベントです。趣のある建物や自
然の中で素敵な写真を撮ってみませんか。
■体験日時：３月 20 日（木・祝）午前 10 時～午後４時
■参加費：大人 1,000 円　子供 500 円
■定員：男性 15 人　女性 30 人　カメラマン 50 人
■申し込み： 『こくちーずプロ』にて２月１日（土）

～ 28 日（金）まで
詳しくはホームページをご覧ください。

※状況により、中止・変更となる場合がございます。
予めご了承ください。
■ 申し込み・その他の体験等の問い合わせは、
　いつきのみや歴史体験館（☎ 52 ー 3890）へ

〇おはなし会
◆おはなし小槌（対象：幼児から）
■日時：２月 23 日（日・祝）午後２時～
■場所：１階児童室
■内容：絵　本「あなあなはてな」「すなばのスナドン」
　　　　紙芝居「となりのさくら」

◆会館スタッフ（対象：乳幼児向け）
■日時：２月 27 日（木）午前 11 時～
■場所：１階児童室

〇 ワークショップ　
　新聞紙で「ちぎり絵」を作ろう
■講師：伊勢リサイクルプラザ
■日時：２月 22 日（土）午前 10 時～ 11 時 30 分
■場所：２階多目的室
■対象： 子ども　※小さいお子さんは保護者同伴

でお願いします。
■定員：先着 10 人
■参加費：無料
■持ち物：なし
■申し込み： ２月４日（火）正午～ 会館へ直接ま

たは電話でお申込みください。

〇特別展「ちりめん細工展」
■期間：２月１日（土）～ 24 日（月・振）
■場所：２階特別展示室

〇２月の休館日
　 ３日（月）、10 日（月）、17 日（月）、25 日（火）、

28 日（金・月末館内整理日）
※  11 日（火・祝）、24 日（月・振）は祝日開館します。
◆ 状況等により、図書館サービスや行事等を変更さ

せていただくことがあります。ご了承ください。
問い合わせ：
小林農産ふるさと会館　☎ 52 ー 7131
ホームページ　http://meiwa-li.hp4u.jp/

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ 小林農産ふるさと会館からお知らせ

（有料広告）

善意をありがとう　図書カードの寄付
　匿名の方から、小林農産ふるさと会館へ図書カード
10 万円分をご寄付いただきました。
　会館の蔵書の充実に使わせていただきます。あり
がとうごいました。
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明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。
放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後０時）に更新しま
す。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、
ご了承ください。
詳しくは、総務課（☎ 52 －7111）へお問い合わせください。

【放送時間】午前 0 時から午後 12 時（翌日午前０時）まで　
【番　　組】明和町情報番組 め～ナビ　
　　　　　  毎時 0 分～ ニュース　　15 分頃～ トピックス　
　　　　　  ※繰り返し放送　（放送休止 2:00 ～ 3:00）

役場等電話番号一覧役場等電話番号一覧
総　務　課 （代表） ☎ 52－7111
防災安全課 ☎ 52－7110

税　務　課
（課税） ☎ 52－7113
（収納） ☎ 52－7143

議会事務局 ☎ 52－7122
まちづくり戦略課 ☎ 52－7112

斎宮跡・文化観光課
（文化財） ☎ 52－7126
（観光） ☎ 52－7138

会　計　課 ☎ 52－7121
産業振興課 ☎ 52－7118

農業委員会事務局 ☎ 52－7149
建　設　課 ☎ 52－7119
上下水道課 ☎ 52－7120
こ ど も 課 ☎ 52－7123

福祉総合支援課
☎ 52－7115

（介護・障がい）
☎ 63－5461

住民ほけん課
☎ 52－7116

（住民登録）
☎ 52－7114

生活環境課 ☎ 52－7117
人権センター ☎ 55－3052
教　育　課 ☎ 52－7124

小学校区編制推進室 ☎ 63－5460
中央公民館 ☎ 52－7132

保健福祉センター ☎ 52－7127

（有料広告）

（有料広告）

浄化槽清掃業務

　　はじめました

InstagramLINE

期　間 明和町情報番組め～ナビ  内容
　1月30日木～
　2月  6日木　

●ニュース：高齢者等の見守りと支援に関する協定
●トピックス：祝！二十歳～あの頃の思い出～

　2月  6日木～
　2月13日木　

●ニュース：美し国三重市町対抗駅伝 明和町選手団試走
●トピックス：明和の伝統文化財 前野のお頭神事

　2月13日木～
　2月20日木　

●ニュース：子どもの居場所づくり講演会 ･ 懇談会
●トピックス：明和中学校クラブ紹介

　2月20日木～
　2月27日木　

●ニュース：斎王まつり子ども説明会
●トピックス：松阪地域定住自立圏番組

　2月27日木～        
　3月  6日木　

●ニュース：もうすぐ 1 年生！
●トピックス：祝！二十歳～あの頃の思い出～

明和町行政チャンネル番組表
〈 1月30日木～3月6日木〉

（有料広告）
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